
2008年12月3日 むさしNet 第101号 (1）

職
群
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の
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解
消
を
！
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＝
賃
金
水
準
改
善
原
資
の
配
分
＝

＊
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
の
金
融
資
本

市
場
の
混
乱
は
、
景

気
の
後
退
と
な
っ
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

日
本
経
済
は
、
過
度

の
輸
出
依
存
、
脆
弱
な
家

計
、
膨
大
な
財
政
赤
字
、

極
端
な
低
金
利
政
策
に
大

き
な
原
因
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
、
日
本
の
家
計
に
お
け

る
個
人
消
費
の
弱
さ
は
、

こ
の
間
の
景
気
で
企
業
は

そ
の
利
益
を
溜
め
込
ん
だ

こ
と
に
対
し
て
、
労
働
分

配
率
の
低
下
傾
向
が
続
い

て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

企
業
が
非
正
規
雇
用
を
拡

大
す
る
な
ど
ベ
ア
の
抑
制

を
通
じ
て
人
件
費
を
抑
え

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

不
正
常
な
経
済
運
営
を
改

善
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
国
民
の
ふ

と
こ
ろ
を
暖
め
る
制
度
と

政
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
異
常
な
金
融
資
本
市

場
の
改
革
も
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

集積回路

賃
金
水
準
改
善
原
資
の
配
分
に
関
す
る
最
終

結
論
に
つ
い
て
、
職
場
討
議
が
さ
れ
て
お
り
、

次
の
内
容
の
検
討
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
群
間
格
差
の
解
消
を

本
来
、
07
年
春
闘
で
５
０
０
円
、
08
年
春
闘

で
１
０
０
０
円
の
ベ
ア
の
配
分
は
、
各
職
群
に

対
し
て
公
平
に
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
そ
の
原
資

を
、
一
部
の
職
群
の
改
善
た
め
に
流
用
す
る
の

は
問
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
改
善
原
資
は
、

別
枠
で
行
う
の
が
当
然
と
考
え
ま
す
。

と
り
わ
け
、
基
幹
職
へ
の
一
律
配
分
が
１
０

５
０
円
と
低
額
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
初

任
給
増
額
に
伴
い
１
５
０
０
円
を
増
額
し
た
Ｒ

Ｋ
５
以
外
に
さ
ら
な
る
増
額
配
分
が
な
か
っ
た

の
は
問
題
を
残
し
て
い
ま
す
。
今
後
「
基
幹
職

に
対
す
る
処
遇
面
で
の
改
善
を
重
視
し
て
頂
き

た
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

昇
号
を
明
記
し
た
制
度
へ

昇
級
・
昇
号
に
関
す
る
会
社
回
答
が
「
中
央

人
事
処
遇
制
度
専
門
委
員
会
の
中
で
ご
説
明
申

し
上
げ
る
」
と
の
内
容
に
対
し
て
具
体
的
に
昇

号
な
ど
の
段
取
り
を
確
認
す
べ
き
で
す
。

制
度
導
入
時
「
毎
年
二
人
に
一
人
程
度
の
昇

号
」
と
し
、
そ
の
後
の
検
証
で
も
概
ね
昇
号
に

問
題
が
な
い
と
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
訂
後
の
テ
ー
ブ
ル
は
、
号
俸
の
細

分
化
に
よ
り
「
通
常
は
毎
年
昇
号
」
が
で
き
る

制
度
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

会
社
の
言
っ
て
い
る
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
」
の
た
め
に
も
、
号
俸
が
上
が
る
こ
と
を

明
記
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

電機労働者懇談会

０９年要求アンケート
１２月末までにお寄せ下さい

電機懇は、０９年春闘で働くものの生

活と権利を守るために、全国の電機関係

の職場を対象に「０９年要求アンケート」

を取り組んでいます。

門前配布などにより「アンケート葉書」

が返送されています。遅くとも１２月末

までにお寄せ下さい。集計結果を発表し

春闘などの取組みに反映していきます。



連
合
は
２
０
日
、
09
年

春
闘
で
「
物
価
上
昇
（
08

年
度
見
通
し
）
に
見
合
う

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
を
求
め

る
闘
争
方
針
を
ま
と
め
た
。

統
一
的
な
ベ
ア
を
求
め
る

の
は
01
年
春
闘
以
来
８
年

ぶ
り
で
、
物
価
上
昇
分
は

「
１
％
台
半
ば
」
を
想
定

し
て
い
る
。
た
だ
、
経
営

者
側
は
景
気
の
悪
化
を
理

由
に
ベ
ア
に
は
慎
重
な
姿

勢
を
示
し
て
お
り
、
来
春

闘
で
は
厳
し
い
交
渉
を
迫

ら
れ
そ
う
だ
。

０
２
年
春
闘
以
降
、
連

合
は
「
企
業
間
の
業
績
格

差
」
「
賃
金
制
度
の
多
様

化
」
な
ど
を
理
由
に
、
統

一
的
な
ベ
ア
要
求
を
見
送
っ

て
き
た
。
だ
が
、
デ
フ
レ

か
ら
一
転
し
て
物
価
上
昇

が
広
が
り
、
個
人
消
費
も

低
迷
。
労
働
者
の
生
活
を
維
持
し
、
内

需
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
企
業

業
績
の
悪
化
が
広
が
る
中
で
も
ベ
ア
要

求
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
重
要
と
判
断

し
た
。

記
者
会
見
で
古
賀
伸
明
事
務
局
長
は

「
業
績
や
状
況
が
悪
い
か
ら
賃
金
も
下

げ
る
の
で
は
、
日
本
経
済
は
底
割
れ
し

て
し
ま
う
。
こ
こ
は
企
業
側
も
踏
ん
張
っ

て
賃
上
げ
に
応
じ
て
ほ
し
い
」
と
し
て
、

来
春
闘
を
内
需
主
導
型
の
経
済
に
転
換

す
る
き
っ
か
け
と
位
置
づ
け
る
姿
勢
を

示
し
た
。

統
一
的
な
ベ
ア
要
求
に
つ
い
て
傘
下

労
組
に
は
「
生
活
維
持
の
た
め
に
も
当

然
の
こ
と
」
と
評
価
す
る
声
が
あ
る
一

方
、
企
業
の
業
績
悪
化
が
進
む
な
か
で

「
現
実
的
で
は
な
い
」
と
足
並
み
の
乱

れ
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

パ
ー
ト
労
働
者
ら
の
待
遇
改
善
を
目

指
す
「
パ
ー
ト
共
闘
会
議
」
に
は
今
春

闘
よ
り
３
産
別
多
い
１
７
産
別
が
参
加
。

パ
ー
ト
の
時
給
引
き
上
げ
目
安
を
今
春

闘
よ
り
５
円
上
積
み
し
て
３
０
円
と
し

た
。
ま
た
、
「
金
属
」
「
化
学
・
食
品
・

製
造
」
な
ど
、
計
３
７
産
別
が
参
加
す

る
五
つ
の
「
共
闘
連
絡
会
議
」
も
こ
の

日
発
足
し
、
今
後
の
新
た
な
闘
争
態
勢

の
推
進
を
確
認
し
た
。

経
団
連
の
春
闘
対
策

来
春
闘
に
向
け
た
経
営
側
の
指
針
と

な
る
日
本
経
団
連
の
「
経
営
労
働
政
策

委
員
会
報
告
」
の
原
案
が
２
０
日
、
明

ら
か
に
な
っ
た
。
労
働
側
が
求
め
る
ベ

ア
に
つ
い
て
は
「
横
並
び
に
賃
金
の
底

上
げ
を
図
る
市
場
横
断
的
な
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
は
あ
り
え
な
い
」
と
強
く
否
定
し
て

い
る
。
ベ
ア
容
認
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し

た
今
春
闘
か
ら
一
転
、
世
界
的
な
景
気

後
退
を
受
け
て
急
激
な
雇
用
情
勢
の
悪

化
が
見
込
ま
れ
る
中
、
「
雇
用
の
安
定
」

を
最
優
先
に
掲
げ
た
。

（
11
月
21
日
「
朝
日
新
聞
」
よ
り
）
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連合が８年ぶりに統一ベア取組む

物
価
上
昇
の
穴
埋
め
が
必
要
だ

賃上げ「原則各企業の判断」
経団連会長が記者会見

日本経団連の御手洗冨士夫会長は１１月

１９日、金沢市で記者会見し、２００９年

の春季労使交渉における経営側の基本的な

考え方について「賃上げは原則として各企

業の労使が決めるべきだ」と述べ、個別企

業の判断に委ねるとの認識を示した。御手

洗会長が来春の方針に言及したのは初めて

で、賃上げは「今の経済情勢では難しい企

業も多々あると思う」と語った。

経団連は今月末に経営側が来春の労使交

渉で指針とする「経営労働政策委員会報告」

の最終案をまとめる。０８年は賃上げ容認

を打ち出したが、御手洗会長は金融危機が

深まった現状で賃金引き上げを「総意」と

して再び掲げるのは難しいとの見方をにじ

ませた。

（１１月１９日「日経」より）



国内主要半導体メーカーの08年度
4-9月実績と09/3期見通し

社　　名 売上高 （率） 営業利益 （率）

6,094 ▼15.1 ▼595 （　－　）

12,800 ▼8.0 ▼650 （　－　）

4,268 ▼11.1 3 ▼96.4

9,700 2.1 410 ▼6.0

3,690 ▼10.0

6,500 ▼23.5

3,335 ▼5.0 12 ▼34.9

6,600 ▼4.0 10 ▼80.4

2,440 6.1

4,750 2.6 黒　字

2,228 0.8 ▼401 （　－　）

非公表 非公表

2,225 ▼13.7 100億円強の赤字

4,300 ▼15.5 300億円弱の赤字

1,707 ▼14.4 254 ▼39.4

3,735 0.0 285 ▼57.7

1,004 5.6 35 ▼41.7

2,000 4.2 10 ▼89.8

760 ▼12.7 非公表

非公表 非公表

541 ▼20.9 ▼51 （　－　）

非公表 非公表

418 4.5 非公表

770 ▼3.4 非公表

 （注）単位億円。カッコ内は前年同期比増益減率（％）。

　上段は4-9月決算実績、下段は通期（09/3）見通し。

　▼は赤字または伸び率マイナス。

 ＊パナソニックは生産額。

 ＊三菱電機は電子デバイス事業の数値

08年11月20日付「日刊工業新聞」より

 東　　　芝

 ルネサス

 ソ ニ ー

 ＮＥＣエレク
トロニクス

 三洋電機

 ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ

 Ｏ Ｋ Ｉ

 パナソニック

 エルピーダ

 富士通ﾏｲｸﾛ
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

 ロ　ー　ム

黒　字

黒　字

黒　字

 三菱電機

分
離
、
米
フ
リ
ー
ス
ケ
ー
ル
・
セ
ミ
コ
ン

は
携
帯
電
話
用
チ
ッ
プ
事
業
の
分
離
・
売

却
を
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

（
11
月
20
日
「
日
刊
工
業
」
よ
り
）
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◎
イ
ン
ド
同
時
テ
ロ

外
国
人
に
強
い
敵
意

日
本
人
も
犠
牲
に

安
心
・
安
全
が
守
れ
な
い

◎
首
相
の
放
言
相
次
ぐ

「沈
黙
は
金
な
り
」と

言
っ
た
人
も
い
た
ね

◎
始
ま
る
裁
判
員
制
度

通
知
が
届
い
た
ら

ど
う
し
よ
う

強
い
負
担
を
感
じ
る

休
憩
室

単
価
下
落
、
需
要
も
縮
小

国
内
主
要
半
導
体
メ
ー
カ
ー
12
社
の
な
か
で
、
09

年
３
月
期
見
通
し
を
公
表
し
て
い
る
９
社
の
合
計
売

上
高
は
、
前
年
比
６
・
９
％
減
の
５
兆
１
１
５
５
億

円
。世
界
半
導
体
市
場
統
計
（
Ｗ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
）
も
09
年
の

市
場
規
模
が
８
年
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
る
見

通
し
を
公
表
し
た
。

継
続
的
な
単
価
下
落
に
加
え
、
景
気
減
速
を
背
景

に
し
た
需
要
縮
小
も
あ
り
、
今
後
メ
ー
カ
ー
の
利
益

確
保
が
難
し
く
な
り
そ
う
だ
。

市
場
が
縮
小
し
た
00
年
か
ら
01
年
と
同
じ
よ
う
に

半
導
体
業
界
の
再
編
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

09
年
３
月
期
の
見
通
し

09
年
３
月
期
に
減
収
を
見
込
む
の
は
主
要
半
導
体

12
社
中
５
社
。
ル
ネ
サ
ス
や
非
公
開
の
三
洋
電
機
、

沖
電
気
も
減
収
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

既
に
海
外
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
は
選
択
と
集
中
に

乗
り
出
し
て
い
る
。
米
Ａ
Ｍ
Ｄ
は
製
造
を
本
体
か
ら



午
後
10
時
の
構
内
放
送

ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
武

蔵
事
業
所
で
は
今
年
度
か
ら
、

午
後
10
時
ま
で
働
い
て
い
る

人
た
ち
に
、
帰
宅
を
促
す
た

め
の
構
内
放
送
が
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
に
放
送
内
容

の
変
更
が
何
度
か
行
な
わ
れ

た
よ
う
で
す
。

放
送
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、

な
る
べ
く
深
夜
就
業
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
と
言
っ

て
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
後
、
効
率
的
に
業
務
を

行
な
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
内

容
に
な
り
、
帰
宅
を
促
す
と

い
う
点
で
は
内
容
が
後
退
し

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
最
近
は
、
早
目
に
帰
宅

で
き
る
よ
う
に
業
務
を
終
え

ま
し
ょ
う
と
い
う
内
容
に
変

わ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
放
送

内
容
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

長
時
間
・
深
夜
就
業
に
よ

る
健
康
被
害
を
減
ら

す
た
め
、
放
送
を
聞

い
た
人
が
今
日
は
も

う
帰
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
れ
る
よ
う

に
、
今
後
も
改
善
が

継
続
さ
れ
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。
（
Ａ
）

元
気
が
出
る

講
演
会
に
参
加

11
月
19
日
「
元
気

が
出
る
講
演
会
」
に

出
席
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
変
革
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の

講
師
の
お
話
は
、
90
分
間
が

あ
っ
と
言
う
間
と
感
じ
る
ほ

ど
新
鮮
で
あ
っ
た
。
講
師
は

最
初
に
「
主
役
は
視
聴
者
で

あ
り
要
点
を
書
き
と
め
る
」

こ
と
が
提
案
さ
れ
、
お
話
し

の
ポ
イ
ン
ト
を
メ
モ
さ
せ
て

頂
き
、
今
で
も
参
考
に
し
て

い
る
。
最
後
に
述
べ
ら
れ
た

元
気
の
三
条
件
の
「
元
気
な

人
を
見
た
時
」
「
共
感
を
し

た
時
」
「
今
日
よ
り
も
明
日

は
良
く
な
る
と
感
じ
た
時
」

と
ま
と
め
ら
れ
た
。

（
Ｂ
）

避
難
訓
練
に
つ
い
て

11
月
13
日
に
避
難
訓
練
が

あ
っ
た
。
グ
ラ
ン
ド
に
避
難

し
た
後
の
人
員
確
認
に
時
間

が
か
か
り
す
ぎ
、
万
が
一
の

時
に
ど
う
な
る
の
か
と
心
配

に
な
っ
た
。
状
況
説
明
も
不

十
分
で
あ
り
、
か
な
り
の
改

善
が
必
要
と
感
じ
た
の
は
私

一
人
で
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

（
Ｃ
）

職
場
だ
よ
り
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絵

手

紙

で

ご

挨

拶

メンタル疾患が２倍に

ルネサステクノロジが発足した２

００３年度からメンタル疾患発生件

数は、２００７年度には約２倍になっ

た事が明らかになりました。武蔵事

業所でもこのところ増加傾向になっ

ていると言われています。

職場では、１２月１日～３１日の

一ヶ月間「安全衛生推進強化月間」

が取り組まれます。こうした機会に

「労働災害」「メンタルヘルス」

「交通災害」を根絶させるために取

り組んでいきましょう。 （Ｄ）

11
月
12
日
は
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
定
時

退
勤
日
と
し
て
労

使
の
職
場
巡
視
も

あ
り
、
多
く
の
人

が
一
斉
に
退
勤
を
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
東
門
で
は
サ

ミ
ッ
ト
前
が
混
雑
し
て
店

か
ら
二
人
が
出
て
き
て
交

通
整
理
を
行
う
程
で
あ
り

ま
し
た
。
今
後
せ
め
て
毎

週
の
定
時
退
勤
が
完
全
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
望
む

も
の
で
す
。

（
Ｔ
）

編集後記


